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わ
た
し
た
ち
の
生
活
は
、
石

油
や
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
化
石
燃

料
に
依
存
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
化
石
燃
料
を
消
費

（
燃
焼
）
す
る
と
大
気
中
に
二

酸
化
炭
素
が
排
出
さ
れ
、
こ
の

結
果
、
地
球
を
包
ん
で
い
る
温

室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
が
高
く
な

り
、
地
球
温
暖
化
を
招
い
て
い

ま
す
。
温
暖
化
を
防
止
す
る
た

め
に
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活

を
根
本
か
ら
見
直
し
、
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と

が
必
要
で
す
。
み
ん
な
で
地
球

環
境
と
調
和
す
る
社
会
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
減
ら

す
た
め
の
取
り
組
み
の
一
例
を

上
表
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
取

り
組
む
こ
と
で
経
費
も
節
約
で

き
る
の
で
、
き
ょ
う
か
ら
実
践

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
自
動
車
排
出
ガ
ス

な
ど
に
よ
る
大
気
汚
染
状
況
の

測
定
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
引
き
続
き
環
境
監
視
体
制

の
充
実
と
実
態
の
把
握
に
努
め

ま
す
。

東
京
都
環
境
確
保
条
例
に
よ

り
、
年
間
百
H
@
以
上
の
適
正

管
理
化
学
物
質
を
取
り
扱
う
事

業
者
は
、
６
月
末
ま
で
に
使
用

量
な
ど
の
報
告
な
ど
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
環
境
負
荷
を

低
減
し
、
公
害
の
な
い
健
康
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
つ

く
り
、
将
来
の
世
代
に
引
き
継

ぐ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
資
源
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
。
廃
棄
物
、
水
、
エ
ネ
ル
ギ

U
は
ま
ず
発
生
や
消
費
を
抑
制

し
、
物
や
資
源
を
大
切
に
し

毎
年
、
市
民
税
・
都
民
税
や

固
定
資
産
税
な
ど
の
納
税
通
知

書
を
お
送
り
す
る
時
期
に
は
、

税
に
関
し
て
い
ろ
い
ろ
な
問
い

合
わ
せ
を
い
た
だ
き
ま
す
。

税
に
関
す
る
事
務
は
、
法
律

や
条
例
な
ど
に
基
づ
い
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
容
が

わ
か
り
に
く
い
な
ど
の
ご
意
見

を
多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
市
税
の
基
本

的
な
内
容
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

平
成
16
年
度
分
の
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
は
、
平
成
16

年
１
月
１
日
現
在
、
土
地
・
家

屋
・
償
却
資
産
の
所
有
者
と
し

て
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
が
、
納
税
義

務
者
に
な
り
ま
す
（
た
だ
し
、

償
却
資
産
に
は
都
市
計
画
税
は

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
）。

し
た
が
っ
て
、
平
成
16
年
中

に
売
買
な
ど
に
よ
っ
て
所
有
者

が
変
わ
っ
て
も
納
税
義
務
者
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
売
買
契
約
な
ど
で
所

有
期
間
に
応
じ
、
固
定
資
産
税

の
負
担
割
合
を
売
り
主
と
買
い

主
の
双
方
に
割
り
振
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
あ
く

ま
で
も
当
事
者
間
の
約
束
に
と

ど
ま
り
ま
す
。

固
定
資
産
税
の
税
率
は
、
小

平
市
を
は
じ
め
、
ほ
と
ん
ど
の

市
で
は
地
方
税
法
に
定
め
ら
れ

て
い
る
標
準
税
率
「
百
分
の

1.4
」
を
適
用
し
て
い
ま
す
。
ま

た
評
価
方
法
も
総
務
大
臣
が
定

め
た
全
国
同
一
の
「
固
定
資
産

評
価
基
準
」
に
基
づ
き
評
価
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
都
市
計
画
税
は
、
固

定
資
産
税
と
同
じ
評
価
額
を
基

に
税
額
を
算
出
し
ま
す
が
、
都

市
計
画
事
業
な
ど
の
費
用
に
充

て
る
た
め
の
目
的
税
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
各
市
の
都
市
計
画
事

業
な
ど
の
実
施
状
況
に
よ
っ
て

若
干
税
率
が
異
な
っ
て
い
ま

す
。
地
方
税
法
で
は
「
百
分
の

0.3
を
上
限
」
と
し
て
税
率
を
定

め
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
小
平
市
は
昭
和
63

年
度
か
ら
「
百
分
の
０
・
27
」

と
し
て
い
ま
す
。

居
住
用
家
屋
の
用
に
供
さ
れ

て
い
る
住
宅
用
地
に
つ
い
て

は
、
そ
の
税
負
担
を
軽
減
す
る

特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
２
百
平
方
A
以

下
の
住
宅
用
地
（
２
百
平
方
A

を
超
え
る
場
合
は
、
住
宅
１
戸

当
た
り
２
百
平
方
A
ま
で
の
部

分
）
を
小
規
模
住
宅
用
地
と
い

い
、
そ
の
課
税
標
準
額
は
評
価

額
の
６
分
の
１
（
都
市
計
画
税

は
３
分
の
１
）
の
額
と
し
、
小

方
の
税
額
通
知
書
は
、
す
で
に

勤
務
先
へ
発
送
済
み
で
す
。

▽
普
通
徴
収
（
年
４
期
に
分
け

て
個
人
で
納
め
て
い
る
方
）
…

６
月
７
日
（
月
）

▽
特
別
徴
収
（
給
与
天
引
き
で

納
め
て
い
る
方
）
…
５
月
10
日

（
月
）
に
勤
務
先
へ
発
送
済
み

平
成
16
年
度
の
市
民
税
・
都

民
税
納
税
通
知
書
を
、
普
通
徴

収
の
方
に
、
次
の
と
お
り
発
送

し
ま
す
。
な
お
、
特
別
徴
収
の

ろ
標
準
税
率
を
採
用
し
て
お

り
、
他
市
な
ど
と
比
べ
て
、
小

平
市
の
市
民
税
が
高
い
と
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
所
得
が
増
え
た

り
、
所
得
控
除
が
減
っ
た
り
し

た
場
合
は
、
税
率
は
同
じ
で
あ

っ
て
も
納
め
て
い
た
だ
く
税
額

は
増
え
ま
す
。

主
な
改
正
点
は
表
２
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

個
人
の
市
民
税
に
は
、
市
民

の
方
々
に
均
等
に
負
担
し
て
い

た
だ
く
「
均
等
割
」
と
、
所
得

に
応
じ
て
負
担
し
て
い
た
だ
く

「
所
得
割
」
と
が
あ
り
ま
す
。

均
等
割
は
、
市
区
町
村
の
人

口
段
階
別
の
税
率
区
分
が
廃
止

さ
れ
、
今
年
度
か
ら
３
千
円
に

統
一
さ
れ
ま
し
た
。

所
得
割
は
、
所
得
に
応
じ
て

税
率
が
３
段
階
に
分
か
れ
て
い

ま
す
。
税
率
は
、
現
在
の
と
こ

個
人
住
民
税
（
市
民
税
・
都

民
税
）
と
所
得
税
は
、
と
も
に

個
人
の
所
得
に
対
し
て
課
税
さ

れ
る
税
で
す
が
、
課
税
さ
れ
る

所
得
の
年
分
や
納
付
方
法
な
ど

に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

主
な
相
違
点
は
、
表
１
の
と

お
り
で
す
。

平
成
16
年
度
住
民
税
の
納
税

義
務
者
は
、
平
成
16
年
１
月
１

日
（
賦
課
期
日
）
現
在
で
、
次

に
該
当
す
る
方
で
す
。

▽
市
内
に
住
所
が
あ
る
方

▽
市
内
に
住
所
は
な
い
が
家
屋

敷
や
事
務
所
な
ど
の
あ
る
方

平
成
16
年
度
市
民
税
・
都
民

税
の
課
税
・
非
課
税
証
明
書
が

必
要
な
方
に
は
、
６
月
７
日

（
月
）
か
ら
証
明
書
の
発
行
を

行
い
ま
す
（
特
別
徴
収
の
方
は

５
月
10
日
（
月
）
か
ら
発
行
し

て
い
ま
す
）。

規
模
住
宅
用
地
以
外
の
住
宅
用

地
に
つ
い
て
は
３
分
の
１
（
都

市
計
画
税
は
３
分
の
２
）
の
額

と
す
る
特
例
措
置
で
す
。

こ
の
た
め
、
住
宅
を
取
り
壊

し
て
更
地
に
し
た
り
駐
車
場
な

ど
に
活
用
し
た
場
合
、
家
屋
の

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
は

無
く
な
り
ま
す
が
、
土
地
に
つ

い
て
は
住
宅
用
地
の
特
例
措
置

を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

所
有
す
る
土
地
の
一
部
を
分

筆
し
て
い
な
い
ま
ま
公
衆
用
道

路
と
し
て
、
不
特
定
多
数
の
通

行
の
用
に
供
し
て
い
て
、
市
で

定
め
た
基
準
を
満
た
し
て
い
る

場
合
は
、
道
路
面
積
の
わ
か
る

測
量
図
面
を
添
え
て
申
告
す
る

こ
と
に
よ
り
、
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
が
非
課
税
に
な
り

ま
す
。
今
年
度
に
申
告
し
た
場

合
は
、
来
年
度
か
ら
の
適
用
と

な
り
ま
す
。

地
価
が
下
が
っ
て
い
る
の
に

土
地
の
税
額
が
上
が
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

平
成
９
年
度
以
降
、
負
担
水
準

（
評
価
額
に
対
す
る
前
年
度
課

税
標
準
額
の
割
合
）
の
均
衡
化

を
重
視
す
る
こ
と
を
基
本
的
な

考
え
方
と
し
た
調
整
措
置
が
と

ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

具
体
的
に
は
、
負
担
水
準
が

高
い
土
地
は
税
負
担
を
引
き
下

げ
た
り
、
据
え
置
い
た
り
す
る

一
方
、
負
担
水
準
が
低
い
土
地

は
な
だ
ら
か
に
税
負
担
を
引
き

上
げ
て
い
く
仕
組
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
地
価
の
動
向
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
土

地
の
税
額
が
上
が
っ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
税
額
が

上
が
っ
て
い
る
の
は
、
地
価
が

上
昇
し
て
い
る
場
合
を
除
け

ば
、
負
担
水
準
が
低
い
土
地
に

限
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
は
税
負

担
の
公
平
を
図
る
た
め
、
そ
の

ば
ら
つ
き
を
是
正
し
て
い
る
過

程
に
あ
り
、
税
負
担
の
動
き
と

地
価
動
向
と
が
一
致
し
な
い
場

合
、
つ
ま
り
地
価
が
下
落
し
て

い
て
も
税
額
が
上
が
る
と
い
う

場
合
も
生
じ
て
い
ま
す
。

逆
に
４
月
２
日
以
降
に
所
有

し
た
場
合
は
、
そ
の
翌
年
度
か

ら
課
税
さ
れ
ま
す
。

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
を

使
用
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
他

人
に
譲
渡
し
た
り
し
て
も
、
廃

車
や
譲
渡
の
申
告
手
続
き
を
行

わ
な
い
と
い
つ
ま
で
も
課
税
さ

れ
ま
す
。
早
目
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
に
、
原
動
機
付
自
転

車
や
軽
自
動
車
な
ど
（
車
種
は

表
３
参
照
）
を
所
有
し
て
い
る

方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

軽
自
動
車
税
に
は
自
動
車
税

の
よ
う
な
月
割
課
税
の
制
度
は

あ
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
４
月
２
日
以

降
に
廃
車
や
譲
渡
を
し
て
も
、

そ
の
年
度
は
課
税
さ
れ
ま
す
。

市
税
の
納
付
に
は
、
金
融
機

関
な
ど
が
あ
な
た
の
口
座
か
ら

自
動
的
に
納
付
し
て
く
れ
る
便

利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法

▽
金
融
機
関
・
郵

便
局
へ
申
込
み
…
納
税
通
知
書

と
預
（
貯
）
金
通
帳
、
届
出
印

を
お
持
ち
に
な
れ
ば
簡
単
に
手

続
き
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
市

外
の
金
融
機
関
な
ど
に
は
口
座

振
替
依
頼
書
が
置
い
て
い
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

▽
市
役
所
へ
の
申
込
み
…
口
座

振
替
を
利
用
し
て
い
な
い
方

へ
、
当
初
の
納
税
通
知
書
に
市

受
付
用
の
口
座
振
替
依
頼
書
を

同
封
し
て
い
ま
す
。
こ
の
依
頼

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
申

請
印
お
よ
び
預
（
貯
）
金
通
帳

の
届
出
印
を
押
印
し
て
市
役
所

に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
こ
の
場
合
は
、
第
２
期
以

降
か
ら
の
振
替
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

※
一
度
手
続
き
を
す
れ
ば
、
翌

年
以
降
も
継
続
し
て
口
座
振
替

さ
れ
ま
す
。

Ω
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
皆
さ

ん
へ振

替
済
み
の
お
知
ら
せ
は
、

発
送
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
振
替
納
税
を
確
認

す
る
書
面
が
必
要
な
場
合
は
、

収
納
課
ま
で
お
申
し
付
け
く
だ

さ
い
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
　
　
　
◆

以
上
、
市
税
に
つ
い
て
基
本

的
な
内
容
や
今
年
度
の
税
制
改

正
の
主
な
内
容
な
ど
を
説
明
し

ま
し
た
。

今
年
度
も
た
い
へ
ん
厳
し
い

財
政
事
情
の
中
、
市
民
サ
U
ビ

ス
の
維
持
・
向
上
の
た
め
、で
き

が
２
分
の
１
に
減
額
さ
れ
る
も

の
で
す
。

３
階
建
以
上
の
中
高
層
耐
火

住
宅
に
つ
い
て
は
、
５
年
度

分
、
税
額
が
２
分
の
１
に
減
額

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
平
成
12
年
１
月
２
日

か
ら
平
成
13
年
１
月
１
日
ま
で

（
３
階
建
以
上
の
中
高
層
耐
火

住
宅
は
平
成
10
年
１
月
２
日
か

ら
平
成
11
年
１
月
１
日
ま
で
）

に
新
築
さ
れ
た
住
宅
で
減
額
対

象
と
な
っ
て
い
た
建
物
は
、
減

額
期
間
満
了
に
よ
り
、
平
成
16

年
度
か
ら
は
、
本
来
の
全
額
課

税
と
な
り
ま
す
。

新
築
さ
れ
た
住
宅
に
つ
い
て

は
、
専
用
住
宅
で
あ
れ
ば
50
平

方
A
以
上
２
百
80
平
方
A
以
下

の
床
面
積
な
ど
一
定
の
要
件
に

該
当
す
れ
ば
、
固
定
資
産
税
が

一
定
期
間
減
額
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
新
た
に
固
定
資
産

税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
年
度
か
ら
３
年
度
分
、
百
20

平
方
A
を
限
度
と
し
て
、
税
額

ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
伺
う
検
討
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き

６
月
10
日
（
木
）

午
後
７
時
〜
９
時

と
こ
ろ

上
水
本
町
地
域
セ
ン

タ
U
集
会
室

問
合
せ

水
と
緑
と
公
園
課
ò

042
（
３
４
６
）
９
５
５
６

と
　
き

６
月
11
日
（
金
）

小
雨
実
施

集
　
合

午
前
９
時
、
西
武
線

東
村
山
駅
改
札
口

※
解
散
は
正
午
過
ぎ
、
東
村
山

駅
。

コ
U
ス

正
福
寺
―
北
山
公
園

シ
ョ
ウ
ブ
園
―
八
国
山
将
軍
塚

―
久
米
川
古
戦
場
碑
―
徳
蔵
寺

―
東
村
山
ふ
る
さ
と
歴
史
館
―

東
村
山
駅
　
約
４
H
A

費
　
用

１
人
６
百
円
（
傷
害

保
険
料
を
含
む
）

申
込
み

６
月
７
日（
月
）の
午

前
９
時
か
ら
シ
ル
バ
U
人
材
セ

ン
タ
U
へ（
電
話
可
）
ò
042
（
３

４
４
）
２
１
２
０
・
２
１
０
８

東
京
土
建
小
平
支
部
と
首
都

圏
建
設
産
業
ユ
ニ
オ
ン
で
は
、

奉
仕
活
動
と
し
て
、
無
料
の
住

宅
相
談
、
包
丁
研
ぎ
、
ま
な
板

削
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。
専
門

家
が
自
宅
の
修
繕
な
ど
の
相
談

に
応
じ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

Ω
首
都
圏
建
設
産
業
ユ
ニ
オ
ン

と
　
き

６
月
６
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

小
川
西
町
地
域
セ
ン

タ
U
駐
車
場
、
鈴
木
町
一
丁
目

小
林
宅
庭
先
、
美
園
町
三
丁
目

㈱
シ
ミ
ズ
サ
ッ
シ
、
美
園
町
一

丁
目
滝
本
工
務
店
作
業
場
（
全

４
会
場
）

後
　
援

小
平
市
、
小
平
市
社

会
福
祉
協
議
会

問
合
せ

首
都
圏
建
設
産
業
ユ

ニ
オ
ン
多
摩
西
北
支
部
ò
042

（
３
４
１
）
０
８
１
８

Ω
東
京
土
建
小
平
支
部

と
　
き

６
月
27
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

花
小
金
井
北
公
民

館
、鈴
木
地
域
セ
ン
タ
U
広
場
、

新
井
金
属
店
、
大
沼
地
域
セ
ン

タ
U
、
東
京
土
建
小
平
支
部
事

務
所
、
学
園
東
町
地
域
セ
ン
タ

U
、
上
水
南
公
民
館
、
福
祉
会

館
前
市
民
広
場
、
都
営
津
田
町

３
丁
目
ア
パ
U
ト
集
会
場
、
多

摩
中
央
信
用
金
庫
小
平
支
店
駐

車
場
、
中
島
地
域
セ
ン
タ
U

（
全
11
会
場
）

▽
耐
震
金
具
の
無
料
取
り
付
け

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
を

対
象
に
、
先
着
20
人
に
１
件
３

か
所
ま
で
無
料
で
耐
震
金
具
の

取
り
付
け
を
行
い
ま
す
。
希
望

者
は
、
６
月
７
日（
月
）か
ら
11

日（
金
）ま
で
に
、
問
合
せ
先
へ

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

後
　
援

国
土
交
通
省
、
東
京

都
、
小
平
市
、
小
平
市
社
会
福

祉
協
議
会
、
小
平
市
教
育
委
員

会
、
東
京
都
信
用
金
庫
協
会

問
合
せ

東
京
土
建
小
平
支
部

ò
042
（
３
４
２
）
２
８
４
６

で
は
、
で
き
あ
が
っ
た
指
針

を
、
今
後
少
し
で
も
多
く
の
方

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
活
動

を
行
う
と
と
も
に
、
新
た
な
取

り
組
み
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

環
境
の
た
め
に
何
か
や
っ
て
み

た
い
、
と
い
う
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

環
境
保
全
課
ò
042

（
３
４
６
）
９
５
３
６

Ω
緑
を
増
や
し
、
生
き
物
を
は

ぐ
く
も
う

屋
上
緑
化
や
ガ
U
デ
ニ
ン
グ

を
や
っ
て
み
よ
う
。
落
ち
葉
を

利
用
し
た
り
、
殺
虫
剤
や
除
草

剤
な
ど
の
使
用
を
な
る
べ
く
減

ら
し
て
、
生
き
生
き
と
し
た
土

壌
を
保
と
う
。

緑
は
地
球
温
暖
化
の
原
因
で

あ
る
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
、

ま
た
、
生
き
物
の
生
息
す
る
場

所
で
も
あ
り
ま
す
。

Ω
マ
ナ
U
を
守
ろ
う

自
転
車
の
走
行
、
ペ
ッ
ト
の

ふ
ん
の
始
末
、
歩
き
た
ば
こ
や

吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い

な
ど
、
お
互
い
を
思
い
や
っ
て

行
動
し
よ
う
。

問
題
は
地
球
規
模
で
も
、
行

動
は
足
も
と
か
ら
、
と
言
わ
れ

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
創
意
工
夫

で
、
環
境
を
よ
り
良
く
す
る
取

り
組
み
を
実
践
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

Ω
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

エ
コ
ダ
イ
ラ
ネ
ッ
ト
ワ
U
ク

ご
み
の
減
量
、
省
エ
ネ
な
ど

の
ほ
か
に
も
、
次
の
こ
と
を
実

践
し
ま
し
ょ
う
（
平
成
16
年
３

月
に
市
民
・
事
業
者
で
構
成
す

る
エ
コ
ダ
イ
ラ
ネ
ッ
ト
ワ
U
ク

に
よ
り
作
成
さ
れ
た
市
民
版
環

境
配
慮
指
針
「
変
え
よ
う
　
私

た
ち
の
暮
ら
し
方
」
か
ら
抜

粋
）。

Ω
水
を
大
切
に
し
よ
う

バ
ケ
ツ
な
ど
に
雨
水
を
た
め

て
、
ガ
U
デ
ニ
ン
グ
や
洗
車
、

晴
れ
た
日
の
散
水
用
に
使
っ
て

み
よ
う
。
節
水
と
と
も
に
、
水

の
循
環
を
促
す
こ
と
に
も
な
り

ま
す
。

土
壌
が
有
害
物
質
に
汚
染
さ

れ
る
と
、
健
康
被
害
が
生
じ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
土
壌
汚

染
対
策
と
し
て
一
定
の
条
件
に

該
当
す
る
場
合
は
、
土
壌
汚
染

対
策
法
や
東
京
都
環
境
確
保
条

例
で
土
壌
調
査
や
汚
染
土
壌
の

浄
化
措
置
な
ど
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
化
学
物
質
の
取

り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

問
合
せ

環
境
保
全
課
ò
042

（
３
４
６
）
９
５
３
６

て
、
再
使
用
・
再
生
利
用
な
ど

を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

環
境
問
題
は
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
が
、
そ
の
原
因
と
し
て
事

業
活
動
や
日
常
生
活
か
ら
生
じ

る
環
境
負
荷
が
大
き
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
解
決
に

は
、
日
々
の
生
活
や
活
動
を
見

直
し
、
持
続
可
能
な
社
会
に
向

け
た
意
識
改
革
が
必
要
で
す
。

市
で
は
環
境
学
習
講
座
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
上
水
本
町
二
丁
目

１
６
４
８
番
地
先
に
ビ
オ
ト
U

プ
公
園
の
整
備
を
計
画
し
て
い

◇市報の発行は毎月５日・20日（１月と10月は１日・20日）です。新聞折り込みのほか、市の施設、市内の各駅・郵便局・
ＪＡなどで配布し、小平市ホームページにも掲載しています。郵送をご希望の方は広報広聴課へ問い合わせてください。

ひとりひとりの温暖化対策の例

出典:身近な地球温暖化対策(全国地球温暖化防止活動推進センター)

冷房温度を１℃高く、
暖房温度を１℃低く設定する

週２日往復８kmの車の運転をやめる 約185kg

１日５分間のアイドリングストップを行う 約39kg

待機電力を90％削減する 約87kg

シャワーを１日１分家族全員が減らす 約65kg

ふろの残り湯を洗濯に使う 約17kg

電気炊飯器の保温をやめる 約31kg

家族が同じ部屋で団らんし、暖房と照明の
利用を２割減らす 約240kg

買い物袋を持ち歩き、省包装の野菜を選ぶ 約58kg

テレビ番組を選び、１日１時間テレビ利用
を減らす 約13kg

約8,000円

約31kg約2,000円

約2,000円

約6,000円

約4,000円

約5,000円

約2,000円

約11,000円

約1,000円

――

約766kg約41,000円合　　　計

項　　　　　　　目 節約できる金額、CO2／年

ふれあい下水道館は、平成７年10月に「水環

境」を学べる施設としてオープンしてから、５

月21日（金）に来館者20万人を達成しました。

20万人目の来館者は、杉並区の光塩女子学院初

等科４年生の皆さんで、市長から記念証・記念

品の贈呈と、お祝いの言葉がかけられました。

ふれあい下水道館

来館者20万人達成

表１　住民税と所得税の違い

課 税 さ れ る
所 得 年 分

納
付
方
法

会社などに
お勤めの方

その他の方

前年中(平成15年１月１日～12
月31日)の所得に対して、平成
16年度分として課税されます。
※現在所得がない場合でも、
前年中に所得があれば課税
されます。

現年(平成16年)の所
得に対して、平成16
年分として課税され
ます。

６月から翌年５月までの毎月
の給料から、天引き(特別徴収)
されます。
ボーナスからの天引きや年末
調整はありません。

１月から12月までの
毎月の給料のほか、
ボーナスからも天引
きされ、年末調整で
精算されます。

６月・８月・10月・１月の年
４回の納期に納めていただき
ます(普通徴収)。
納税通知書は、市から送付し
ます。

翌年の２月16日～３
月15日に税務署へ確
定申告をして納付し
ます。

市役所取 扱 機 関 税務署

所　得　税個人住民税(市民税・都民税)

表２　住民税の主な改正点

x均等割y

　均等割額が、2,500円から3,000円になりました。

x非課税限度額y

　fl均等割の非課税限度額

　合計所得金額　35万円×家族数＋加算額22万円

　‡所得割の非課税限度額

　総所得金額　35万円×家族数＋加算額35万円

　※下線部分が 改正になりました。

　※加算額は、控除対象配偶者または扶養親族を

　　有する場合に加算します。

xその他y

　株式譲渡益、株式配当、先物取引についても申

　告方法や賦課決定（税率）が改正されました。

　該当の方は、確認してください。

(改正前24万円)

(改正前36万円)

＜
＝

＜
＝

表３　車種別の登録・廃車受付窓口

原動機付自転車
(125cc以下)

二輪の小型自動車
(250cc超)

小型特殊自動車

二輪のもの(250ccまで)

三輪のもの

四輪乗用

四輪貨物

軽
自
動
車

農 耕 用

その他用

車　　　種 受　付　窓　口

市役所
市民税課庶務係
ò042(346)9521

東京陸運支局多摩自動車
検査登録事務所
(国立市北３－30－３)
ò042(523)2455

軽自動車検査協会
東京主管事務所多摩支所
(国立市北３－27－11)
ò042(525)4360

◇
市
民
税
・
都
民
税
の
普

通
徴
収
（
第
１
期
）

※
納
付
は
、
６
月
30
日

（
水
）
の
納
期
限
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
。

※
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な

い
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

今月の

６月

納

税

義

務

者

循

環

型

社

会

土

壌

汚

染

対

策

環
境
学
習
の
必
要
性

大

気

汚

染

状

況

化
学
物
質
の
適
正
管
理

納

税

義

務

者

税

率

と

評

価

方

法

住
宅
用
地
の
特
例
措
置

未
分
筆
私
道
の
非
課
税

税
負
担
の
調
整
措
置

新
築
住
宅
の
減
額
措
置

個
人
市
民
税
の
税
率

納
税
通
知
書
を
発
送

証
明
が
必
要
な
方
は

住

民

税

と

所

得

税

の

違

い

家

庭

で

で

き

る

温

暖

化

対

策

6月は環境月間

よ
り
良
い
環
境
を

未

来

へ

わ
た
し
た
ち
に

で
き
る
こ
と

(

仮
称)

上
水
本
町

ビ
オ
ト
ー
プ
公
園

整

備

検

討

会

第
27
回
住
宅
デ
ー

無
料
住
宅
相
談
な
ど

シ
ル
バ
ー
ガ
イ
ド

鎌
倉
街
道
に
沿
っ
て

シ
ョ
ウ
ブ
園
を
訪
ね
る

る
限
り
行
政
コ

ス
ト
の
節
減
に

努
め
、
皆
さ
ん

か
ら
納
め
て
い

た
だ
く
税
金
を

大
切
に
使
っ
て

い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
こ

に
あ
げ
た
市
税

の
ほ
か
、
自
動

車
税
な
ど
の
都

税
、
所
得
税
な

ど
の
国
税
の
一

部
は
、
形
を
変

え
て
市
に
還
元

さ
れ
、
福
祉
施

策
の
増
進
や
教

育
施
設
の
充

実
、
道
路
や
公

園
の
設
備
な

ど
、
皆
さ
ん
の

生
活
に
結
び
つ

い
た
行
政
サ
U

ビ
ス
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
平

成
16
年
度
の
小

平
市
一
般
会
計

歳
出
予
算
で
の

使
わ
れ
方
は
下

図
の
と
お
り
で

す
。市

税
に
つ
い

て
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ
　
▽
市
民
税
・
都
民
税

…
市
民
税
課
普
通
徴
収
係
・
特

別
徴
収
係
ò
042
（
３
４
６
）
９

５
２
２
・
９
５
２
３

▽
軽
自
動
車
税
…
市
民
税
課
庶

務
係
ò
042
（
３
４
６
）９
５
２
１

▽
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

…
資
産
税
課
土
地
係
・
家
屋

係
・
資
産
税
係
ò
042
（
３
４
６
）

９
５
２
４
・
９
５
２
５

▽
市
税
の
納
付
…
収
納
課
管
理

係
・
収
納
係
ò
042
（
３
４
６
）

９
５
２
６
・
９
５
２
７
・
９
５

２
８

▽
都
税
…
小
平
都
税
支
所
（
花

小
金
井
１
―
６
―
20
）
ò
０
４

２
４
（
64
）
０
０
７
０

▽
国
税
…
東
村
山
税
務
署
（
東

村
山
市
本
町
１
―
20
―
22
）
ò

042
（
３
９
４
）
６
８
１
１

納
税
に
は
便
利
な

口

座

振

替

を


